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正しく安全にお使いいただくために、この取扱説明書をよくお読みください。

お買い上げいただき、ありがとうございます。
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各部のなまえ

カンタン接続製品・付属品の確認



契約している回線タイプにスイッチを合わせます。
（TONE、２０、１０）
TONE:トーン回線、プッシュ回線
２０:パルス回線（２０）
１０:パルス回線（１０）

設定項目をONにした場合
① AN1 着信ベル1回
② AN2 着信ベル２回
③ R.RING 受話器で着信ベルを聞く 　　リダイヤルの場合--相手がお話中の場合
④ BELL 着信ベルを鳴らす
⑤ LINE CK ライン電圧OFFで自動復旧せず
⑥ MUTE/HOLD MUTEかHOLDを選択する
⑦ CO 局線
⑧ PBX ビジネスホンの場合にON選択

ご使用の方法

　　発信の場合

　　着信の場合ー自動着信設定をしてない場合

　　着信の場合--ANスイッチで自動着信設定の場合

スイッチの設定

　　ディップスイッチの設定（各部のなまえ→⑪）

　　ダイヤルの設定（各部のなまえ→⑩）

　　ANスイッチの設定（各部のなまえ→⑨）

　　フラッシュボタンの機能

　　リダイヤルの場合--相手がお話中の場合

ヘッドセットトップ部の扱い方

　　リダイヤルの場合--最後に発信した番号にかける場合

　　保留、ミュートボタンの使い方

自動着信をON/OFFスイッチで設定します。
（着信音回数設定はディップスイッチ→⑪で行います）
自動着信の設定を行うと、着信時にフックボタンを押さなく
ても着信音が終了した時点で、通話可能になります。

<説明>
①、②の設定の前に、本体右側面のANスイッチで自動着
信設定を行って下さい。
①、②は選択ですので、両スイッチのON状態はあり得ま
せん。
③をONにすると、着信ベルはヘッドセットでも感知します。
④着信ベルをOFFにすると、着信ランプ（各部のなまえ→
⑥）の点滅のみで本体の着信音はしません。
⑤のLINE CKは基本的にはON設定でお願いします。
OFF設定でライン電圧0.7秒間OFFで自動復旧します。

①フックボタン（各部のなまえ→⑤）を押してON状態にして、
プッシュボタンでダイヤルします。(ランプ点灯）
②通話終了後は、フックボタンを押してOFF状態にします。

①着信ランプ（各部のなまえ→⑥）が点滅し、ブザーがなり
ます。
②フックボタンを押し、通話します。（ランプ点灯）
③通話終了後、フックボタンを押して、OFF状態にします。

①着信ランプが点滅し、ブザーがなります。
②フックボタンの操作は必要ありません。ブザー音が鳴り
終わったら、通話ができます。
③通話終了後、フックボタンを押して、OFF状態にします。

相手先が話中の場合、再度、同じ相手にダイヤルします。
この時、フックボタンでのON/OFF操作の必要はありません。
①フラッシュボタン（各部のなまえ→③）を押し、次にリダイ
ヤルボタン（各分のなまえ→④）を押します。
②相手先へ再度リダイヤルします。

①フックボタン（各部のなまえ→⑤）を押しONの状態にしま
す。
②フラッシュボタン（各部のなまえ→③）を押します。

まず、本体裏面のディップスイッチで保留、ミュートボタン
（各部のなまえ→⑧）の機能選択をします。
・保留を選択した場合
ボタンをONにすると通話回線を保留状態にします。その際、
保留音を回線側と受話器に流します。
・ミュートを選択した場合
ボタンをONにすると音声（マイク）出力をカットします。その
際、通話相手は無音状態になり、相手先にこちらの声は聞
こえませんが、相手の声は聞こえます。

①PBX内線転送
（PBXの機能によっては使えない場合があります）
②リダイヤル（最後に発信した電話番号にかけます）
③キャッチホン
④フッキングタイム0.6秒です。

【ON/OFFスイッチについて】

ON/OFFボタンは一度押下しますと、１秒以上経過しないと
次の押下は無効になります。この様にしている訳は、電話
のON/OFF時、二度押しを防止するためにです。
二度押しをしますと、電話交換機が誤作動したり、フッキン
グ信号となったりして、トラブルの原因となります。この措置
はNTT様よりご指摘を頂き、この様にしてあります。
確実に操作して頂くためにON/OFFボタンは、0.15秒以上

①マイクブームは300度以上回転させないで下さい。

②ヘッドバンドはお使いになる方に合わせてご使用下さい。
③マイクは先端に突起がある方が口側になります。
④マイクは口から20mm～30mm離し、口の正面にくる
ようにして下さい。
⑤ヘッドセットトップ部のみをご購入の場合、トップ部の



　　お買い上げ日から

お客様へのお願い
●保証書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管して下さい。 NQ-753S03-BRESTEL　Ver.1.1
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■ヘッドバンドの長さを調節して使いやすくして下さい。
■レシーバーが耳の中央に位置するように調整して下さい。
■マイクが口元に向くようにして下さい。マイクの位置はマイ
クブームを曲げて調節します。両手の指でブームをやさしく
曲げて調整して下さい。
■使用中にマイクの前面を塞がないで下さい。
■マイクブーム（管）はレシーバーの所で上向きに300度ま
で回転し適正な位置に調節できますが、限度以上の回転は
させないで下さい。
■マイクブームは、マイクから15mm、レシーバーから15mm
の部分は絶対に曲げないで下さい。
■マイクブームをねじったり、曲げる時は絶対に道具などを
使用しないで下さい。
■通話中、ヘッドセットのプラグを抜いたり挿したりしないで
下さい。
■受話器（スピーカ）部を
イヤーパットの上から手等で
叩かないでください。スピーカ
振動板にダメージを与えます。

●保証期間は、ご購入から3年間です。
●ご購入の際、保証書がついています。良くお読みになって大
切に保管して下さい。
●無償保証を受ける場合は、商品に添付して依頼して下さい。
●保証書が添付されていない場合は、無償保証は受けられま
せん。

【無償保証対象外のケース】
●保証期間を経過している場合。
●メーカーが委託した修理工場以外で修理した場合。
●改造及び規程外修理がされている場合。
●消耗品（ヘッドバンド・イヤーパッド・マイクカバー）、本体・モ
ジュラー等のコネクター類の破損修理。

ヘッドセット、ヘッドセット関連商品及び周辺機器を使用するにあたり、火災・感電・怪我等の危険を防止するために、以下の注意
事項をよく読んで下さい。

１．この手引きをよく読んで理解して下さい。
２．取扱説明書に書かれている注意事項及び使用方法に従って下さい。
３．雷が鳴っている時には、装置の取り付け・取り外しをしないで下さい。
４．濡れた場所では、装置の取り付け・取り外しをしないで下さい。
５．むき出しの電話線や端子に触れないで下さい。
６．高温多湿の場所では（例 風呂場等）、この製品を使用しないで下さい。
７．製品の落下は重大な故障の原因となりますので、不安定な場所に置かないで下さい。
８．故障の原因となりますので、装置を分解したり、改造したり、製品に異物を差し込むことはしないで下さい。
９．プラグ及びジャックは指定された差込口以外には差し込まないで下さい。


